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第104期（2010年3月期）
第1四半期財務・業績のご報告

2009年度第1四半期の
事業概況について

株主の皆様におかれましては平素よりご高配を

賜り、厚く御礼申し上げます。当社の第104期第

１四半期（2009年4月1日～2009年6月30日）

の財務・業績の概況について、ご報告いたします。

当第１四半期における国内経済は、世界的な金

融危機の影響による企業の在庫調整が一段落しつ

つあるものの、企業業績や雇用環境、個人消費の

改善までには至らず、厳しい状況が続いています。

当社の事業環境については、受入原油価格は

2009年4月～6月平均で１バレル52.4ドルとなり、

前年同期比57.5ドル下落しました。為替は1ドル
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97.9円、前年同期比4.7円円高で推移しました。

コスモ石油個別の国内燃料油の販売数量は前年同

期比98.9％となりました。

当第1四半期の業績につきまして、事業セグメ

ント別にご報告します。石油事業の内、石油製品

事業については、原油価格及び製品市況も前年同

期に比べ下落しました。販売数量は、昨年夏から

の金融危機を契機とした景気後退により輸送用燃

料を中心に減少しました。また、たな卸資産の在

庫評価の影響により当第1四半期における売上原

価は押し下がりましたが、前年同期と比べ減少し

たため減益となりました。石油化学事業について

は、景気後退に伴う販売数量減により減益となり

ました。以上により石油事業は売上高5,411億円

（前年同期比3,569億円減収）、営業利益97億円

（同267億円減益）、経常利益98億円（同249億円

減益）となりました。

石油開発事業については、原油価格が大幅に下

落したことなどにより、売上高94億円（前年同期比

89億円減収）、営業利益33億円（同65億円減益）、

経常利益63億円（同11億円増益）となりました。

その他の事業につきましては、売上高184億円

（前年同期比16億円減収）、営業利益1億円（同6億

円減益）、経常利益3億円（同4億円減益）となりま

した。

これらの結果、当第1四半期の連結消去等を除い

た連結経営成績は、売上高5,485億円（前年同期

比3,670億円減収）、営業利益104億円（同344億

円減益）、経常利益137億円（同244億円減益）、

特別損益及び法人税等を差し引いた四半期純利
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益は57億円（同172億円減益）となりました。当

第1四半期末における連結の財政状態につきまし

ては、総資産は1兆4,312億円となり、前期末比

92億円減少しました。これは主に原油価格上昇に

より、たな卸資産は増加しましたが、税金の支払

等による現金及び預金の減少や販売数量減少によ

り売上債権が減少したためです。純資産は3,551

億円、前期末比77億円の増加となり、自己資本比

率は23.5％となりました。

連結キャッシュ・フローについては、営業活動

は原油価格の上昇に伴い、たな卸資産等が増加し

たことや税金等の支払等により162億円のマイナ

スになりました。投資活動は、固定資産の取得に

伴う支出等により284億円のマイナスとなりまし

た。財務活動は、運転資金の返済等により157億

円のマイナスとなりました。当第1四半期末の現

金及び現金同等物の残高は、前期末比588億円減

少の1,011億円となりました。
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■2010年3月期の業績予想�《2009年5月7日公表》�

●第2四半期連結累計期間（2009年4月1日～2009年9月30日）�

連結�
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●通期（2009年4月1日～2010年3月31日）�
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業績予想の適切な利用に関する説明

業績予想につきましては、2009年5月7日に発表いたしま
した当第2四半期連結累計期間及び通期の業績予想に変更
はありません。（2009年10月8日時点）なお実際の業績は、
今後の様々な要因により予想と異なる場合があります。

2009年度第2四半期連結累計期間
及び通期の予想について

2009年5月7日に発表しました当第2四半期連結

累計期間及び通期の業績予想に変更はありません。

（2009年10月8日時点）原油価格を1バレル50.0

ドル、為替は1ドル100.0円を前提として、当第2

四半期連結累計期間では、売上高1兆1,000億円、

営業利益450億円、経常利益430億円、四半期純

利益190億円、通期につきましては、売上高2兆

3,000億円、営業利益850億円、経常利益820億

円、当期純利益330億円をめざしてまいります。配

当は年間8円の計画に変更はありません。株主の

皆様には、一層のご理解・ご鞭撻を賜りますよう、

よろしくお願いいたします。



売上高　 5,485 9,155

売上原価 5,050 8,333

販売費及び一般管理費 331 374

営業利益 104 448

営業外収益 66 35

営業外費用 34 102

経常利益 137 381

特別利益 1 65

特別損失 19 6

税金等調整前四半期純利益 119 440

法人税等 58 216

少数株主利益又は少数株主損失 4 -5

四半期純利益 57 229

要約四半期連結損益計算書 （単位：億円）
原油価格下落等により減収
市況の悪化の影響等により減益
当第1四半期の連結売上高は、5,485

億円となり3,670億円の減収、連結経

常利益は137億円で前年同期比244

億円の減益となりました。一方、在庫

評価の影響240億円を除いたネットの

連結経常利益はマイナス103億円とな

り、前年同期比123億円の減益とな

りました。その主な内訳は、マージン

の悪化や販売数量の減少等で193億

円のマイナス、石油化学事業の販売

数量減等で12億円のマイナス、自家

使用燃料コストの減少等で80億円の

プラスとなるなど、石油事業で125億

円のマイナス、石油開発事業で11億

円のプラス、その他事業他で9億円の

マイナスがあったこと等によるもので

す。四半期純利益は57億円となり、

前年同期比172億円の減益となりま

した。
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■連結売上高・経常利益/比率�

※要約四半期連結損益計算書の当第１四半期、前第１四半期は億円未満を四捨五入しています。

科　目 当第１四半期 前第１四半期
（2009.4.1～2009.6.30） （2008.4.1～2008.6.30）

要約四半期連結財務諸表

Consolidated Financial Statements



自己資本�
比率�総資産� 自己資本�

21.5％�
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第１四半期末�
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■1株当たり純資産�

要約四半期連結貸借対照表 （単位：億円）
●資産の部
総資産は、原油価格上昇によりたな卸

資産は増加しましたが、税金の支払等

による現金及び預金の減少や販売数量

減少による売上債権の減少などによ

り、前期末比92億円減少しました。

●負債の部
負債は、運転資金の返済等により、前

期末比168億円減少しました。

●純資産の部
純資産は、前期末比77億円増加し、

自己資本比率は23.5％となりました。

資産の部
流動資産 6,494 6,883
固定資産 7,818 7,521
有形固定資産 5,595 5,434
無形固定資産 118 122
投資その他の資産 2,105 1,965
資産合計 14,312 14,404
負債の部
流動負債 6,607 6,839
固定負債 4,154 4,091
負債合計 10,761 10,929
純資産の部
株主資本 3,128 3,123
評価・換算差額等 229 161
少数株主持分 194 190
純資産合計 3,551 3,474
負債純資産合計 14,312 14,404

科　目 当第１四半期末 前期末
（2009.6.30） （2009.3.31）

※要約四半期連結貸借対照表の当第１四半期末、前期末は億円未満を四捨五入しています。

要約四半期連結財務諸表

Consolidated Financial Statements
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■活動別キャッシュ・フロー�

■現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高�
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2007�
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1,011

-162

-284

-157

2006�
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2007�
第1四半期�
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第1四半期�

1,261�
億円�

当第1四半期末の現金及び
現金同等物の残高は1,011億円
当第1四半期の連結キャッシュ・フロ

ーは、営業活動は原油価格の上昇に

伴い、たな卸資産等が増加したことや

税金等の支払等により162億円のマイ

ナス。投資活動は、固定資産の取得

に伴う支出等により284億円のマイナ

ス。財務活動は、運転資金の返済等

により157億円のマイナス。当第1四

半期末の現金及び現金同等物の残高

は、前期末比588億円減少の1,011億

円となりました。

原油（FOB）�

為替レート�

受入原油代（税込）�

原油処理量�

トッパー稼働率�

トッパー稼働率�

（ドル/バレル）�

（円/ドル）�

（円/KL）�

（千KL）�

（CD％）�

（SD％）�

※1�

※2

受入原油�

原油処理�

国内�

販売数量�

輸出数量�

総販売数量�

前年同期比�当第１四半期�単位�

　ガソリン�

　灯油�

　軽油�

　A重油�

4品計�

内需燃料油計�

�

総販売数量�

97.7�

89.7�

92.3�

88.5�

93.7�

98.9�

78.8�

94.8�

�

-57.49�

-4.73�

-39,233�

-817�

-8.9�

-5.7

52.40�

97.94�

35,318�

6,087�

66.2�

82.8

1,659�

395�

1,134�

556�

3,745�

6,104�

339�

9,501

％�

％�

％�

％�

％�

％�

％�

％�

※1  CD％：年間原油処理量÷トッパー能力÷365日�
※2  SD％：年間原油処理量÷トッパー能力÷実稼働日数�
�

前年同期比�

（千KL）�

（千KL）�

（千KL）�

（千KL）�

（千KL）�

（千KL）�

（千KL）�

（千KL）�

単位� 当第１四半期�

■原油コスト、処理量、稼働率、販売数量�

営業活動によるキャッシュ・フロー -162 -380

投資活動によるキャッシュ・フロー -284 -137

財務活動によるキャッシュ・フロー -157 700

現金及び現金同等物に係る換算差額 15 -30

現金及び現金同等物の増減額 -588 154

現金及び現金同等物の期首残高 1,599 827

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,011 980

要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書 （単位：億円）

科　目 当第１四半期 前第１四半期
（2009.4.1～2009.6.30） （2008.4.1～2008.6.30）

※要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書の当第１四半期、前第１四半期は億円未満を四捨五入しています。

要約四半期連結財務諸表

Consolidated Financial Statements



企業は、社会の一員です。ですから、企業が

発展していくためには、社会から存続を認めら

れることはもちろん、社会が平和で健全である

こと、地球環境が保全されていることが、その

前提条件になります。コスモ石油は、地球と人

間と社会の調和と共生を図り、持続可能な発展

をめざすことを経営理念に定め、「未来の社会を

つくる子どもたちの啓発」「人間社会が存続する

ための基盤である地球環境の保全」「平和で心豊

かな文化的社会の構築」の3つをコンセプトに、

社員や幅広く社外からの参加を促し、社会貢献

活動に取り組んでいます。

コスモ石油の社員が主体的に参加する社会貢

献活動は1993年、自然体験プログラム「コスモ

わくわく探検隊」からスタートしました。また

2002年には、お客様とともに環境保全に取り組

むプロジェクト「コスモ石油エコカード基金」

による活動を開始しました。今後も、「子ども・

環境・社会」「環境メッセージの発信」「お客様

と一体になった環境保全」などをテーマに、積

極的に活動を推進していきます。

平和で健全な社会の実現に向けて
コスモ石油は社会貢献活動に取り組んでいます
「わたしたちは、地球と人間と社会の調和と共生を図り、

無限に広がる未来に向けての持続的発展をめざします。」

―――コスモ石油は、この経営理念の実現に向けて、

社員一人ひとりが社会貢献マインドを持った企業となるよう取り組んでいます。

特集：社会貢献活動のご紹介

Social Contribution Activity

■子ども・環境・社会をテーマにした活動�

■環境メッセージの発信�
�

■コスモ石油エコカード基金による活動�
�

■芸術・文化活動支援�

■製油所/グループ会社の活動�
�

■社会貢献活動のコンセプト�

●未来の社会をつくる子どもたちの啓発�

●人間社会が存続するための基盤である地球環境の保全�

●平和で心豊かな文化的社会の構築�

■社会貢献活動の基本方針�

●コスモ石油としてオリジナリティのある活動を行う�

●社員が参加して活動する�

●経営状況に左右されず長期継続する�

■社会貢献活動の主なテーマ�



健全な次世代教育と、社員の社会貢献マインド

を醸成するプログラムを展開しています。コスモ

石油は活動を主催し、社員の活動への参加を促進

することで、社員の社会貢献マインドを高めるこ

とを重視してきました。1993年にスタートした

自然体験プログラム「コスモわくわく探検隊」

（10頁をご参照）は、当社が主体となって、NPO

の協力の下に活動を展開。2002年にスタートし

た「子どものための自然アートワークショップ」

や、2006年にスタートした「パパとキッズのア

ートプログラム」などについても、社員ボランテ

ィアが参加しています。

■子ども・環境・社会をテーマにした活動�
■主な活動内容�

★コスモわくわく探検隊�
★子どものための自然アートワークショップ�
 ● 小学生向け「地球環境ブック」の配布�
 ● クリスマスカード・プロジェクト�
 ● Webコスモ子ども地球塾「エコネッツ」�
 ● コスモ絵かきっず�
 ● ユース・フィランソロピー�
★パパとキッズのアートプログラム�
 ● ホスピタル・ドリーム・プロジェクト�

★コスモ子ども地球塾
子どものための自然アートワークショップ

自然への気づきを促し、子どもたちが自ら行動するきっ

かけとなるよう、四季の自然の中で「見る・感じる・学習

する」アートワークショップを開催しています。8月22日に

は、カナダの環境アーティストイングリッドさんをお招きし、

「SKY, EARTH, WATER」を開

催。参加した小学生26名は、イン

グリッドさんとともに作品をつくる

ことで、自然の美しさを再発見し

ました。

2006年～2007年に実施した「世界でたった１つの絵

本」シリーズに続き、2008年より「世界でたった１つの

かたち」シリーズを展開しています。幅広い世代に愛され

ているノッポさんをナビゲー

ターに、父子が楽しみながら

参加できるプログラムです。

6月21日には福岡市博物館、

8月29日には名古屋ボストン

美術館で開催しました。作品づくりを通じて自然の
美しさを再発見 名古屋ボストン美術館での様子

★パパとキッズのアートプログラム part2
～世界でたった１つのかたち～with ノッポさん

コスモ石油の活動は、「環境」という切り口を芯

とし、積極的な社員ボランティアやスタッフに支

えられ絶え間なく続いています。子どもたちには各分野で

活躍する方 と々出会い、「驚き、感動する」体験を積み重ねる

ことで、いろいろな素敵なことを自分で探していける大人に

なって欲しいという想いで、プログラムを作成しています。

企画実施NPO
ワンダーアートプロダクション 高橋雅子さん

このプログラムは親と子、特にお父さんと子ども

の組み合わせという企画が良いですね。プログラム

の最後は、子どもからお父さんに「遊んでくれてありがとうご

ざいました。」お父さんから「どういたしまして。」と互いにあい

さつをします。あたりまえのことですが、まずは家族間のあい

さつを意識していただきたいですね。（聞き手：C's MAIL編集長）

イベント終了後の高見のっぽさんへのインタビューより



小学１年生から６年生まで総勢32名をお招きし“わ
く探”を開催しました。大自然の中で寝食をともにし、
子どもたちの楽しそうな笑顔を見ながらたくましさに
も感嘆した3日間でした。実施にあたり社員ボランテ
ィアスタッフの懸命な取り組みと社外スタッフの皆さ
んのお力添えをいただいた事に感謝するとともに、今
後も本活動を継続できるように活動してまいりたいと
思います。

「たいへんだった！」これが“わく探”に参
加した率直な感想です。子どもたちとの意思疎通が難
しく悩みながらではありましたが、子どもが楽しめる
よう全力投球しました。これだけの充実感と達成感を
味わえたことは、私にとって大変貴重な経験です。今
後は業務を通して「たいへんだった！」と心から思え
る経験を積み重ね、会社の収益に貢献し、社会貢献活
動を盛んにしていきたいです。

参加した社員ボランティアの声
コスモわくわく探検隊　隊長
コーポレートコミュニケーション部

広報室長　安田善彦

コスモ石油は、クルマ社会と深いつながりを持ってい

ます。「コスモわくわく探検隊」は、交通遺児の小学生を

対象に、社員ボランティアが中心になって、継続的に開

催している2泊3日の自然体験プログラムです。

2009年の「第17回コスモわくわく探検隊」には、32

名の児童が参加。7月30日～8月1日の3日間にわたって、

「森の奥には、なにがある？ みんなの力と知恵を合わせ

て いざ、冒険へ！」をテーマに、山梨県都留市の緑豊か

な山あいにある「宝の山ふれあいの里」で活動を繰り広

げました。

初日は子どもたちが班ごとに分かれ、自分たちの冒険

の計画を立て、必要な道具を準備し、2日目の朝にそれ

ぞれのキャンプ地に出発。キャンプ地では、班ごとの冒

険の計画をもとに、それぞれのキャンプ地の特性に合わ

せて、サワガニ捕り、魚釣り、川登りなどを楽しみ、美

しい自然を満喫しました。また、遊びだけでなく、就寝

場所の設営、薪割り、夕食作り、ドラム缶風呂の準備な

ども、子どもたちが積極的に行い、プログラムを通じて

自ら行動するきっかけを学びました。

全国から集まったコスモ石油の社員ボランティア19名

は、NPO等のスタッフのサポートを受けながら、2泊3

日で行われた事前の現地研修を経てプログラムを練り上

げ、当日はプログラム運営と子どもたちの安全・健康管

理に努めました。

★コスモ子ども地球塾
第17回　コスモわくわく探検隊

特集：社会貢献活動のご紹介

Social Contribution Activity

子どもに薪割りを指導する
松村常務取締役

ブルーシートを使って
就寝場所を設営する子どもたち



■環境メッセージの発信�
�
■環境メッセージの発信�
�
より多くの方々に地球環境の大切さをご理解い

ただくとともに、当社の地球環境保全への真摯な

取り組みを理解していただくために、環境メッセ

ージを発信しています。環境をテーマにしたイベ

ントの開催をはじめ、ラジオ、テレビ、ホームペ

ージなどで情報を発信することによって、環境に

コスモ石油とTOKYO FMをはじめとするJFN（全国FM

放送協議会）加盟38局がパートナーシップを組んで、「アース

コンシャス～地球を愛し、感じるこころ～」をテーマに展開している活動です。一人ひとりが地球のためにできる

ことを考え、行動を起こすことを目的に、「クリーン・キャンペーン」や「アースデー・コンサート」など、様々な

活動を実施しています。

ついて考え、行動する機会を広げています。

全国の山、川、海、湖、公園を舞台に、自然を楽しみ

ながら清掃を行う「クリーン・キャンペーン」を、2001

年から継続的に展開。これまでに、336ヶ所で清掃活動

を行いました（2009年9月6日現在）。また毎年夏には、

シンボルとなる活動として「コスモアースコンシャスア

クト クリーン・キャンペーン

in Mt. FUJI」を開催し、富士

山の清掃活動とエコトレッキ

ングを行っています。

音楽を通じて、地球環境への熱いメッセージを伝える

コンサートを、毎年4月22日の「アースデー」に開催し

ています。20周年となる今年は「Mother Earth for

Children～これからの20年を見つめて」をテーマに、歌

手の絢香さんと約10,000人の観客が一体となり、未来

を担う子どもたちへのメッセージを、日本武道館から世

界へ発信しました。また、昨年に引き続き、チケット購

入代金の一部をア

フリカの植林活動

に寄付し、来場さ

れた皆様がアフリ

カに森を作る活動

につなげました。

■主な活動内容�

 ● コスモ アースコンシャス アクト�
 　● ラジオ番組�
★ クリーン・キャンペーン�
★ アースデー・コンサート�
 　● 野口健講演会�
 ● 環境CM・広告�

★コスモ アースコンシャス アクト
クリーン・キャンペーン

★コスモ アースコンシャス アクト
アースデー・コンサート

コスモアースコンシャスアクト
クリーン・キャンペーン
in Mt. FUJI
（7月18日、19日実施）

山形県湯野浜海水浴場で開催
したクリーン・キャンペーン
（7月12日実施）

絢香さん

コスモ アースコンシャス アクト
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学校の環境教育支援�
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さとやま学校�

エコキャビンスクール�

■「ずっと地球で暮らそう。」プロジェクトの活動内容�

★�

■コスモ石油エコカード基金による活動�
�

持続可能な社会の実現をテーマにしたプロジェクトの

ひとつで、2008年に新しく着手しました。沙漠化が急速

に進むモンゴル自治区において、現地中学校にサジー植

林基地を設置し、環境教育と植林を推進します。サジー

の実は経済価値が高いため、生活水準の向上にもつなが

ります。これま

でに、現地中学

生向けの環境教

育教材の作成と

環境教育を行い

ました。

特集：社会貢献活動のご紹介

Social Contribution Activity

★内モンゴル緑化プロジェクト

※コスモ・ザ・カード・オーパス「エコ」、コスモ・ザ・カード・ハウス
「エコ」が対象となります。

のクレジットカード※会員のお客様からお預か

りした寄付金に、コスモ石油グループの売上の

一部を加え、プロジェクトを展開しています。会

員数は2009年3月現在、約86,000名に達して

います。

●温暖化防止と子どもへの環境啓発をテーマに活動を展開

「持続可能な社会の実現」をテーマに、今後

CO2の排出量急増やそれによる深刻な影響が

予想される途上国などへの支援を行っています。

また、国内では、次世代を担う子どもたちの育成

をテーマに、環境教育プロジェクトの実施や、

学校での環境教育の普及に向けた支援活動を行

っています。

「ずっと地球で暮らそう。」を合言葉に、お客様

とコスモ石油グループが一緒になり取り組んでい

る活動です。

●お客様と一緒に環境保全活動を支援する仕組みを構築

コスモ石油では、お客様と一緒に環境保全活

動に取り組むことはできないだろうかと考え、

「コスモ石油エコカード基金」を設立。コスモ石油

コスモ・ザ・カード・オーパス「エコ」�
コスモ・ザ・カード・ハウス「エコ」�

会員の皆様からの寄付�

地球環境保全活動をサポートする�
「ずっと地球で暮らそう。」プロジェクトを運営�

コスモ石油�
グループの寄付�

■「ずっと地球で暮らそう。」プロジェクト概要�



コスモ石油は、「～美術館・博物館へ行こう

～A Day in the Museum」への協賛や新国立

劇場におけるバレエ公演のシリーズ協賛を継

続的に行うなど、心豊かな文化的社会づくり

に向けて、芸術・文化活動を支援しています。

■芸術・文化活動支援�

■製油所/グループ会社の活動�

コスモ石油グループのコスモ松山石油（株）は、2007

年に愛媛県と協定を結び「企業の森」づくりを開始し

ました。2007年4月にサクラの苗木、2008年3月に紅

葉の苗木を植樹し、下草刈り

など森の維持活動を社員や

OBが参加し、定期的に行っ

ています。

健全な次世代育成支援と地域貢献を目的にした、

中学生のためのプログラムです。2008年6月に、第1

回目となる「中学生のためのバレエ～白鳥の湖～」を

新国立劇場で開催し、当社製油所が所在する千葉県

市原市などの中学生約1,200名が鑑賞しました。第2

回目となる2009年5月の公演では、同じく当社製油

所が所在する三重県四日市市からも中学生が来場し、

バレエを鑑賞しました。上演前にバレエの見方や見ど

ころの説明を受けた後、物

語の進行とともに舞台・観

客が一体となり、盛大な拍

手のなかプログラムは終了

しました。

■主な活動内容�

 ● ～美術館・博物館へ行こう～  A Day in the Museum 協賛�
 ● 大阪ヨーロッパ映画祭  ～キンダーフィルム特集～協賛�
 ● ミュージシャンと音楽であそぼう！  ～ニューヨークからの贈りもの～協賛�
 ● 新国立劇場シリーズ協賛�
★中学生のためのバレエ�
 ● 横浜トリエンナーレ2008  キッズ・キュレターズプロジェクト協賛�

★中学生のためのバレエ

★コスモ松山石油「コスモの森」づくり

コスモ石油千葉製油所は、近隣の里山保全プロジェ

クトを推進しています。2008年に、千葉県市原市の県

有林を「コスモの森」として借り受ける協定を結び、

2009年2月～3月には、NPOと

社員ボランティアが共同で下草

刈りなどを行い、地元小学校を

対象とした環境教育のフィール

ドとしての整備を始めました。

★千葉製油所「コスモの森」整備計画

コスモ石油の製油所やグループ会社は、地域社会への貢献活動を通じて、社員、その家族、そし

て地域の方々とのコミュニケーションを広げています。



2009年

当社が発表した最近のニュースについて、主な項目と内容の一部をお知らせします。

詳細は当社のホームページからご覧いただけます。

ホームページアドレス http://www.cosmo-oil.co.jp/

※ニュースの内容により色分けしています。 トピックス／CSR・環境／IR／社会貢献＆メセナ活動
※上記の日付はプレスリリース日です。

ニュース・ヘッドライン

News Headline

9月 7 日 ALA入り液体肥料新商品～中国向け～販売開始

8月13日「平成21年度電気自動車普及環境整備実証事業」の受託について

8月 4 日 民間13社による「水素供給・利用技術研究組合」の活動を開始

～水素供給インフラ・燃料電池自動車の普及をめざした社会実証試験を推進～

7月29日 高見のっぽ氏主演音楽劇～三世代に贈る未来へのメッセージ～

『ありがとう！グラスホッパー』協賛のお知らせ

7月29日 子どものための自然アートワークショップ「SKY, EARTH, WATER」開催のお知らせ

7月21日 コスモアースコンシャスアクトクリーン・キャンペーン in Mt.FUJI 実施のご報告

7月15日 バイオマスエタノール製造の技術開発に関する共同研究を実施

7月13日 BTL研究に関するNEDO事業への参加について

7月 9 日 電気自動車（EV）用急速充電器の給油所設置完了に伴うオープニングセレモニー開催のご報告

6月25日 お父さんと子どものワークショップ「パパとキッズのアートプログラム part2

～世界でたった1つのかたち～ with  ノッポさん」福岡での開催のご報告

6月15日 園芸家“深町貴子”プロデュース ALA配合液体肥料「ペンタガーデン」を活用した動画コンテンツ

“深町貴子のリアルタイムガーデニング・レシピ”をコスモ石油公式ホームページに開設

6月 9 日 ヒュンダイオイルバンク株式会社とのパラキシレン事業合弁会社設立に向けた

基本合意書の締結並びにパラキシレン事業への新規参入について

6月 5 日 グループ会社のSBIアラプロモが独社と合弁会社を設立

欧州における医薬品開発事業を共同で推進

6月 2 日「コスモ石油 中学生のためのバレエ～白鳥の湖～」実施のご報告

2

3

1

4

5



当社は、韓国のHDOとの間でパラキシレン事業

の合弁会社設立に向けた基本合意書を締結しまし

た。合弁会社はHDOより年間38万トンのパラキシ

レン製造装置を譲り受け、さらに2013年には年

間80万トンの生産設備を新設する予定です。これ

により、世界最大規模となる年間118万トンのパ

ラキシレン生産会社が誕生することになります。

パラキシレンは、ポリエステル繊維やPETボトルの

原料となる石油化学製品で、今後、中国やインド

の人口増大を背景に、大きな需要が見込まれます。

shttp: / /www.cosmo-oi l .co. jp/
press/p_090609/ index.html

電気自動車（EV）用急速充電器の設置に伴う
オープニングセレモニーを開催しました

2
欧州でのALA事業拡大に向けて
合弁会社を設立しました

1

ヒュンダイオイルバンク株式会社（HDO）と
共同でパラキシレン事業を展開します

3

環境への取り組みの一環として、EVの普及と

充電インフラの整備が進められています。当社は、

EVの一般向け販売開始に合わせて、神奈川県内

2ヶ所のSS（サービスステーション）に急速充電

器を設置。7月9日に、設置給油所の1つである

「セルフ＆カーケアステーション横浜幸浦給油所」

で、オープニングセレモニーを開催しました。今

後は、急速充電器を設置したSSで、お客様のEV

利用状況やニーズを収集し、次世

代のクルマ社会におけるSSの役

割を検証していきます。

shttp: / /www.cosmo-oi l .co. jp/
press/p_090709/ index.html

当社は、生物の生長促進に大きな役割を果たす

ALAの大量生産を可能にし、液体肥料や健康食

品などへの応用を進めてきました。当社の関連会

社SBIアラプロモ（株）は、2009年6月、ALAを

利用した手術用診断薬の開発・販売で実績のある

ドイツのmedac GmbH社と合弁会社を設立。

これにより、ALAを利用した医薬品の開発を加速

していきます。当社は、ALAの原体メーカーとし

て、安定的な供給を行い、ALAの製品化を支援

することにより、健康・美容・農業など、様々な

場面で貢献していきます。

shttp: / /www.cosmo-oi l .co. jp/
press/p_090605/ index.html

小野義博神奈川県副知事にご
出席いただきオープニングセ
レモニーを開催しました

50％出資� 50％出資�

HDOより既存の�
パラキシレン製造装置の譲渡�
新規のパラキシレン製造装置の建設�

■HDOとのパラキシレン事業の推進�

コスモ石油�

合弁会社�
事業内容：パラキシレン製造販売�

HDO

中国・インドの経済成長に対応した石油化学事業の拡大�

ミックスキシレン供給�



当社は、中国市場に向けてALA入り液体肥料

の新商品「倍加壮（ベイジャーチャン）」を開発

し、9月より販売を開始しました。当製品は陝西

省にある巨川有限公司が展開する販売ネットワー

クを活用して中国全土で販売します。2011年度

には売上数量で約

100トン、売上高で

約３億円を目標と

しています。

shttp: / /www.cosmo-oi l .co. jp/
press/p_090907/ index.html

製品発表会における巨川有限公司　
卓社長（右）と当社岡部会長（左）

化石燃料を使用しないエネルギー開発の一環と

して、バイオマスが注目されています。当社と日

本製紙ケミカル（株）は、昨年4月からの調査で、

木質原料を利用する第二世代バイオマスエタノー

ルの製造に関する技術課題を明らかにしました。

今後、両社は2年間にわたり、独立行政法人新エ

ネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）の

新エネルギー技術研究開発のテーマとして、国立

大学法人東京大学、国立大学法人九州大学とと

もに、バイオマスエタノールを効率的に製造する

研究を進めていきます。

shttp: / /www.cosmo-oi l .co. jp/
press/p_090715/ index.html

当社は、経営施策や財務情報を掲載した

「アニュアルレポート2009」（和文・英文）を

発行。今後の成長につなげる３つのアクショ

ンとして、1.製油所競争力の強化、2.海外へ

の販路拡大、3.パラキシレン事業への参入を

特集しています。また、当社グループのCSR

に対するビジョンや計画及び取り組みの進捗

を掲載した「サステナビリティレポート2009」

も発行しました。いずれも10月初旬以降、

当社ホームペー

ジから閲覧いた

だけます。

ニュース・ヘッドライン

News Headline

バイオマスエタノールを効率的に製造する
技術研究に取り組んでいます

ステークホルダーの皆様への情報発信の充実をめざし
「アニュアルレポート2009」、「サステナビリティレポート2009」を発行

4
中国市場でALA入り液体肥料の
新商品の販売を開始しました

5

アニュアルレポート2009（左）
http://www.cosmo-oil.co.jp/ir/annual/index.html

サステナビリティレポート2009（右）
http://www.cosmo-oil.co.jp/csr/publish/index.html

TO P I C S



「最近、庭の日当りが悪くなった」、「ベランダ

の風通しが悪く、熱がこもりやすい」といった悩

みを抱えていらっしゃる家庭園芸愛好家が増えて

いるようです。目まぐるしく変化する住環境のな

かで、そんな悩みをお持ちの方々のお役に立ちた

いと考え、コスモ石油は、ALA配合の液体肥料

「ペンタガーデン」シリーズを発売。その効果を

より多くの方にお知らせす

るために、園芸家の深町貴

子さんに、「ペンタガーデン」

シリーズを実際に使ってい

ただき、ホームページ★で情

報発信を行っています。「ペンタ

ガーデン」シリーズは、本格的な

ガーデニングを楽しみたい方のた

めの「ペンタガーデンPRO」と、

初心者でも手軽にお使いいただけ

る「ペンタガーデンValue」を

ご用意しています。

次号では肥料分野以外にも広が

るALAの可能性についてご紹介

します。

連載コラム③ ガーデニングとALA

ガーデニングで好評の液体肥料
「ペンタガーデン」をご紹介します
ペンタガーデンは、ALA（アラ）配合の液体肥料。

日当りの悪い庭や、熱のこもりやすいベランダなど、

花や野菜にとって過酷な環境でも、生長促進に効果を上げています。

テレビCMなどでもお馴染み
ALAのキャラクター「ALAちゃん」です。
今回は、ガーデニングで活躍する
ALAについてご紹介します。

●ペンタガーデンを使用された皆様のレポート

芽キャベツ★�

サラダ菜★�

春菊�

東京都練馬区�
50代男性�

東京都杉並区�
50代女性�

東京都小平市�
40代男性�

栽培者�栽培植物� ALAの効果�

茎の伸びも早く葉の枚数や�
大きさに差がどんどん出てきました�

ALA使用のほうが、中から出てくる葉の�
枚数が多く、葉の大きさも1割がた大きい様です�

生育に差があったことは�
驚きでした�

左：ペンタガー
デン施用
右：不施用

★芽キャベツの生育状況

★サラダ菜の生育状況

左：ペンタガーデン施用
右：不施用

家庭用液体肥料
ペンタガーデンPRO

家庭用液体肥料
ペンタガーデンValue

★「深町貴子のリアルタイムガーデニング・レシピ」
園芸家の深町先生がガーデニングのノウハウを動画でご紹介します。
http://www.cosmo-oil.co.jp/ala/recipe/index.html

●お取扱い店舗　※コスモ誠和アグリカルチャ（株）のホームページに接続されます。
・ペンタガーデンPRO http://www.pentakeep-world.com/pentagarden/pro_shop.html
・ペンタガーデンValue http://www.pentakeep-world.com/pentagarden/index_shop.html
●インターネット販売 ※リンク先のネットショップは（有）タカ・グリ
ーン・フィールズが運営しております。
http://www.taka-greenfields.com/eshop/



7月から9 月にオープンしたコスモ石油の

サービスステーション

をご紹介します。

コスモSS新店舗
オープン情報

※店舗の詳細は、当社ホームページをご覧ください。
http://www.cosmo-oil.co.jp/ss/open/index.html

■7月オープン

◎セルフピュア柳生SS 宮城県仙台市

◎カーケアステーションセルフ今里町SS 香川県高松市

◎セルフステーション リオ・カワシマSS 徳島県吉野川市

◎トライアングル川原SS 静岡県静岡市

◎セルフステーションマリナタウンSS 福岡県福岡市

◎セルフ＆カーケアステーション吉見SS 埼玉県比企郡吉見町

◎セルフステーション久喜SS 埼玉県久喜市

◎セルフピュア鈴鹿インターSS 三重県鈴鹿市

◎セルフ＆カーケアセンター高角SS 三重県四日市市

◎セルフステーション南陽SS 山口県周南市

◎セルフ＆カーケアセンター鈴鹿須賀SS 三重県鈴鹿市

■8月オープン

◎セルフ&カーケアステーション白岡SS 埼玉県南埼玉郡白岡町

◎セルフピュア四街道吉岡SS 千葉県四街道市

◎セルフピュア茂原鷲巣SS 千葉県茂原市

◎セルフピュア坂戸善能寺SS 埼玉県坂戸市

◎セルフピュア瑞穂本田SS 岐阜県瑞穂市

◎セルフ& カーケア宇多津SS 香川県綾歌郡宇多津町

◎セルフステーション香椎SS 福岡県福岡市

◎セルフピュア立部SS 大阪府松原市

■9月オープン

◎セルフステーション長伏SS 静岡県三島市

◎塩尻19号線SS 長野県塩尻市

◎セルフステーション三隅SS 山口県長門市

◎NEWあづみ野SS 長野県安曇野市

◎ワンダフルセルフ徳光インターSS 石川県白山市

◎土浦SS 茨城県土浦市

◎レインボープラザ新生SS 北海道登別市

◎セルフピュア結城モールSS 茨城県結城市



事　業　年　度 4月1日から翌年3月31日まで

定時株主総会 毎年6月

期 末 配 当 金
支払株主確定日

3月31日

中 間 配 当 金
支払株主確定日

9月30日

1単元の株式の数 1,000株

株主名簿管理人 中央三井信託銀行株式会社
東京都港区芝三丁目33番1号

郵便物送付先 〒168-0063  東京都杉並区和泉二丁目
8番4号
中央三井信託銀行株式会社証券代行部

電 話 照 会 先 電話 0120-78-2031（フリーダイヤル）
取次事務は中央三井信託銀行の全国
各支店ならびに日本証券代行株式会
社の本店及び全国各支店で行ってお
ります。

公 告 方 法 電子公告の方法により行います。
ただし、電子公告によることができな
い事故、その他やむをえない事由が
生じた場合は、日本経済新聞に掲載
します。
公告掲載URL
http://www.cosmo-oil.co.jp/ir/notice/index.html

上 場 取 引 所 東証一部・大証一部・名証一部

株主様の口座のある証券会社にお申し出ください。
なお、証券会社に口座がないため特別口座が開設され
ました株主様は、特別口座の口座管理機関である中央
三井信託銀行株式会社にお申し出ください。

株主名簿管理人である中央三井信託銀行株式会社に
お申し出ください。

未払い配当金の支払いについて

租税特別措置法の平成20年改正（平成20年4月30日
法律第23号）により、平成21年1月以降にお支払いす
る配当金について株主様あてに配当金額や源泉徴収税
額等を記載した「支払通知書」を送付することが義務づ
けられました。
配当金領収証にてお受取りの株主様は年末または翌

年初に「支払通知書」を送付いたしますのでご覧くださ
い。口座振込を指定されている株主様は配当金支払い
の際送付している「配当金計算書」が「支払通知書」と
なります。なお、両書類は確定申告を行う際その添付
資料としてご使用いただくことができます。

上場株式配当等の支払いに関する通知書について

株主メモ

コスモ石油株主通信『シーズ・メイル』63号

発行／コスモ石油株式会社　コーポレートコミュニケーション部 IR室
〒105-8528東京都港区芝浦一丁目1番1号　
TEL.（03）3798-3180 FAX.（03）3798-3841
ホームページ http://www.cosmo-oil.co.jp/

誌名『C's MAIL（シーズ・メイル）』には、「C（コスモ）
の手紙」の意味を込めました。株主の皆様に、心
の通った情報を提供したいという当社の願いを、
この名前に託しています。

ドイツ

表紙イラスト 古田 忠男

表紙のイラストは、ドイツのロマンチック街道の終

点に位置する観光スポット、ノイシュヴァンシュタイン

城やベルリンのブランデンブルク門、ミュンヘン市内

のオープンカフェをイメージしてデザインしました。

当社グループでは、ALA配合の農業用液体肥料

「ペンタキープ」シリーズをドイツなど欧州で幅広く

販売し、農業振興の一助となっています。

Cover Story
カバーストーリー

住所変更、単元未満株式の買取・買増等の
お申出先について


